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１ ．概要

１－１ 目的

この業務は、生駒市内において生態系（ 自然環境や動植物） の状況把握を行い、専門調

査と市民調査を併用して動植物の生息状況を調査・ 把握し、 さらに本業務終了後に市民を

主体とする継続調査が可能と なるシステムを構築すること を目的とする。

１－２ 工期

本調査は、以下の 2年度に渡っ て行っ た。

■平成19年度： 平成19年10月1日から平成20年3月31日まで

■平成20年度： 平成20年4月1日から平成21年3月31日まで

１－３ 項目

■既存資料調査

資料・ 文献などから市域の自然環境に関する情報を整理する。

■専門調査

専門調査員が行う 現地調査。調査前の現地踏査を含む。

対象は植物（ 植生、植物相）、哺乳類、鳥類、両生類、は虫類、魚類、昆虫類、底生動

物

■市民調査

専門調査員と市民調査員が共同で行う 。野外調査と 、室内でのワークショ ッ プを含む。

■市民調査の手引き書作成
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２ ．方法

２－１ 専門調査

専門調査は、表2-1の通り行っ た。結果は、「 市域の自然環境と生物」 に取り まと めた。

表 調査項目2-1 と 調査時季一覧

秋季 冬季 早春季 春季 夏季

植生 任意踏査 ○ ― ― ― ―

植物相 任意観察・ 任意採集 ○ ― ○ ○ ○

任意観察 ○ ○ ― ○ ○

ネズミ トラッ プ ○ ― ― ― ―

自動撮影 ○ ― ― ― ―

ラインセンサス ○ ○ ― ○ ○

任意観察（ 水鳥） ― ○ ― ― ―

は虫類 任意観察・ 任意採集 ○ ― ― ○ ○

両生類 任意観察・ 任意採集 ○ ― ○ ○ ○

魚類 任意観察・ 任意採集 ○ *1 ○ *2 ― ― ○

任意観察・ 任意採集 ○ ― ― ○ ○

ベイトトラッ プ ― ― ― ●

ライトトラッ プ ― ― ― ― ●

底生動物 任意観察・ 任意採集 ― ○ ― ― ―
●昆虫類のベイトトラ ッ プと ライトトラッ プは、市民調査項目と した。
ため*1: 池で確認されたものを記録

：*2 底生動物調査時に確認されたものを記録

昆虫類

調査項目

哺乳類

鳥類
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２－２ 市民調査

市民調査は、自然環境調査に関心の高い市民の参加を募り 、参加者が「（ 仮称） 生駒市自

然環境調査員」 と して、今後主体的に自然環境調査を継続していく ためのシステムづく り

を行う ものである。 ここでは、市民調査員と専門調査員が協力して、野外調査と 、今後の

活動方針等について話し合う ワークショ ッ プを合計10回行っ た。各市民調査の概要を表2-2

に示す。

また、平成21年1月～3月の間に、市民調査員の有志からなる世話役会を合計3回行い、

今後の活動計画について話し合っ た。

表 市民調査内容2-2  

実施日 場所 主な内容

第1回 平成19年11月25日（ 日）

8:30～12:30 

矢田丘陵 ●秋の植物調査

第2回 平成19年12月16日（ 日）

8:30～13:00 

生駒山（ 暗峠・ 生

駒山麓公園）

●越冬昆虫の調査

第3回 平成20年2月17日（ 日）

9:00～12:00 

市役所 ●今後の活動方針について

第4回 平成20年4月20日（ 日）

9:00～12:30 

市役所(ﾜー ｸｼｮｯﾌ゚ ) 

北田原町(自然観

察) 

●他地域における市民調査事例

の紹介

●第5回市民調査の内容につい

て

●春の水田周りの自然観察

第5回 平成20年5月18日（ 日）

10:00～16:00 

西畑町 ●山地の水田周りの植物・ 両生

類などの調査

第6回 平成20年6月15日（ 日）

９ :00～12:00 

市役所 ●市民主体の継続調査について

●第7回市民調査の内容につい

て

●生駒の生きものクイズ

第7回 平成20年7月12日（ 土）

16:00～21:00、13日（ 日）

6:00～11:00 

生駒山麓公園ふれ

あいセンター

●昆虫類トラッ プ調査（ 落と し

穴トラッ プ、灯火採集 他）

※希望者は同センターに宿泊

第8回 平成20年9月7日（ 日）

9:00～11:30 

市役所 ●第7回市民調査結果報告

●市民主体の継続調査について

（ 調査の進め方と調査体制づく

り ）
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第9回 平成20年10月26日（ 日）

9:00～15:00 

小明町（ 学校給食

センター周辺）、上

町（ 奈良北高校周

辺）

●秋の七草調査（ 事前に市民調

査員各自に調査してもらっ た結

果をもと に現地確認）

第10回 平成20年12月21日（ 日）

9:00～15:00 

天野川、竜田川 ●水生生物調査（ 川の水生生物

から水の汚れの程度を調べる）

２－３ 既存資料調査

資料・ 文献などから市域の自然環境（ 地形、地質、動植物等） に関する情報収集し、「 市

域の自然の概要」 と して取り まと めた。

２－４ 市民調査の手引き書作成

市民調査での話し合いの結果を踏まえ、市民が自ら調査を企画・ 実施するための手引き

書を作成した。
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３ ．結果

３－１ 市域の自然の概要

生駒市は、奈良県の西北端に位置しており 、市域は東西約8km、南北約15km と 南北に

細長い形をしている。市域の北部は京都府に、西部は大阪府に隣接している。市域の西部

に生駒山（ 標高642m） を中心と した生駒山地があり 、東南部には矢田丘陵が南北方向に細

長く 伸びている。また、北東部には西の京丘陵がある。

主要な河川は、北に富雄川、南に竜田川が南流し、 それぞれ富雄谷、生駒谷を形成して

いる。

気候は、年平均気温が 15 前後と比較的温暖であるが、盆地のため夏は暑く 、冬は寒く 、

最低気温と最高気温の差が激しいこと が特徴と なっ ている。降水量は年によっ て差がある

が、おおむね年間1,000～1,500mm程度で推移している。

市域の緑の現況図を図3-1に示す。これを見ると 、生駒山、矢田丘陵、高山町にまと まっ

た規模の樹林が見られる。南部の生駒谷を中心に市街地化が進んでおり 、北部の高山町に

は、樹林と農耕地が入り く んだ里山環境が広がっ ている。以下に、生駒市に特徴的な環境

を有する地域について述べる。

生駒山は、市域を代表する山地の樹林環境である。生駒山地の東斜面には、西畑町や鬼

取町の棚田環境が広がっ ている。

矢田丘陵は、生駒山より も標高が低く 、なだらかな地形で、谷低地には農耕地があり 、

山地の樹林の特徴と農耕地の特徴を併せ持っ ている。

高山町は、樹林と谷低地の湿潤な農耕地が複雑に入り く んでおり 、小さな溜池が無数に

点在し、多様な環境を有していること から、市域で最も生物の多様性に富んだ地域と なっ

ている。

市街地は、主に住宅地と なっ ているが、小規模な残存樹林が点在する。市内の他の環境

に比べると生物の多様性は低いが、緑の多い景観と なっ ている。 また、長弓寺や往馬大社

の社寺林に見られるシイ・ カシ類の二次林は、古く から残されてきた自然性の高い樹林で、

貴重な環境である。
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図3-1 緑の現況（ 緑被現況） 図

（ 出典： 生駒市，生駒市緑の基本計画， 2004）
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３－２ 市域の自然環境と生物

市域にどのよう なタイプの自然環境があるかを大まかに把握するために、市域を自然環

境の観点から大きく 区分した。 そして、それぞれの環境区分を代表する地域に調査区域を

設け、平成 19年秋季から平成20年夏季まで生物調査を行った。市域の環境区分と調査区

域を図3-2に示す。

その結果得られた、環境区分毎の自然環境の概要と 、そこに生息する生物の特徴を以下

にまと めた。確認種一覧は、資料1～8に示す。

図3-2 市域の環境区分と調査区域
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生駒山

ａ ．自然環境の概要

生駒山は、「 山地の樹林地」 を代表する地域である。山裾から山麓部にかけては住宅地が

広がり 、山頂は遊園地と して利用されているが、市域では最もまと まっ た規模の樹林地が

ある。

樹林は、主にコナラ林、アカマツ林の二次林が成立している。 これは樹林と しては人為

的な影響を強く 受けた、やや自然性の低い二次林である。一方で、宝山寺などの社寺林で

は、シイ類、カシ類などからなる二次林が残存している。 これは、古く から保存されてき

た樹林で、この地域では自然林に近い樹林である。 このよう な林では、 ツブラジイ、ヤブ

ニッ ケイなどの常緑樹が多く 見られる。

ｂ ．特徴的な生物

木本類は、コナラ、 アカマツ、ソヨ ゴ、 リ ョ ウブなどコナラ林やアカマツ林の主要な構

成種が多く 生育する。暖かい地域に多いシリ ブカガシが見られること が市域の中で特徴的

である。 また、林床にはシダ植物が多く 見られる。林内は日当たり が悪く やや暗いが、登

山道沿いの明るく 開けた場所には、ホタルカズラ、ニオイタチツボスミ レ、ササユリ 、 キ

ンラン、オオバノトンボソウなど明るい林床に生育する草本類が見られる。

樹林性の哺乳類と してはニホンリ ス、 ニホンイノシシが挙げられる。 アカマツの根元に

はニホンリ スが食べたマツボッ クリ の食痕が見られ、山腹より下の登山道脇にはニホンイ

ノシシの掘り返し跡が多く 見られる。その他、自動撮影装置ではタヌキが撮影された。

鳥類では、年間を通してヒ ヨ ドリ 、 ウグイス、 メジロなどの樹林性の鳥類が多く 、春か

ら初夏にかけては、センダイムシクイ、オオルリ など山地の樹林性の夏鳥のさえずり が聞

かれる。生駒山の樹林環境は、これら樹林性の留鳥や夏鳥の繁殖場所となっ ている。

昆虫類では、チッ チゼミ 、 ヒ メツノ カメムシ、 ミ ヤマクワガタ、チビヒ ョ ウタンゾウム

シ、 オオムラサキ、 アサギマダラのよう な樹林性の種類が確認されていること が特徴であ

る。アサギマダラは、長距離の渡りをするチョ ウで、生駒山は渡り の通過点となっ ている。

生駒山 コナラ林
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イノシシによる掘り返し（ 生駒山）

シリ ブカガシ（ 生駒山） キンラン（ 生駒山）

タヌキ（ 生駒山）

ミ ヤマクワガタ（ 生駒山） ニホンリ スの食痕（ 生駒山）
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矢田丘陵

ａ ．自然環境の概要

矢田丘陵は、「 丘陵地の樹林地」 を代表する地域である。生駒山より も標高が低く なだら

かな地形である。生駒市と奈良市の境界に位置し、東西と も市街地が迫っ ていること から、

人の影響を強く 受けている地域である。

コナラ林、アカマツ林、竹林、スギやヒノキの人工林などがモザイク状に分布しており 、

谷低地には水田などの農耕地がある。

ｂ ．生息する生物の特徴

木本類は、生駒山と同じく 、 コナラ、アカマツ、ソヨ ゴ、 リ ョ ウブ、 タカノツメなどコ

ナラ林やアカマツ林の主要な構成種が多く 生育する。また、林床にはシダ植物が多く 見ら

れる。

農耕地周辺には、 ヨ モギやセイヨ ウタンポポなど農耕地や路傍に生育する雑草の種類が

豊富である。農耕地周辺で定期的に草刈り がされる場所では、スズサイコなど明るい草地

に生育する希少種も見られる。

動物では、オサムシの仲間やカブトムシなどのコウチュ ウ類が多く 、 アカマツの多い樹

林ではニホンリ スの食痕が見られるなど、山地の樹林地に似た生物の特徴が見られる。 こ

れと合わせて、 ニホンアカガエル、 トノサマガエルなど両生類の種類が比較的多いこと か

ら、谷低地の農耕地の特徴も見られる。その他、は虫類ではシマヘビ、 ニホントカゲ、 カ

ナヘビが確認されている。樹林と水田がセッ トになっ た谷低地の環境は、様々な生物の生

息に適しており 、生物の種類が豊富である。

コナラ ・ アカマツ林 谷あいの農耕地
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カブトムシ（ 矢田丘陵） ニホントカゲ（ 左） カナヘビ（ 右）

（ 矢田丘陵）

リ ョ ウブ（ 矢田丘陵）

タカノツメ（ 矢田丘陵）

トノサマガエル（ 矢田丘陵）



12

長弓寺の社寺林

ａ ．自然環境の概要

長弓寺は、「 平地の社寺林」 の代表と して取り上げた。長弓寺の社寺林は、市域の社寺林

の中では最もまと まっ た規模を有する、シイ類からなる二次林である。構成種の多様性は

低いが、社寺林のため伐採されずに古く から残されてきたもので、市域では重要な樹林環

境である。

ｂ ．生息する生物の特徴

木本類の構成種は常緑樹が主体である。環境が単調で、ここで取り上げた他の区域と比

べると 、面積が小さいため、確認種数は植物・ 動物と も少ない。市街地に囲まれており 、

林縁の植物には周囲から侵入したヤツデ、ヒ イラギナンテンなど植栽種が見られる。

動物では、常緑樹の環境を反映する昆虫と して、アラカシを食草と するムラサキシジミ

や、暗い環境を好むヒ カゲチョ ウが確認されている。ツヤキヘリ カメムシ、オオゴミ ムシ、

クロコガネ、ムネボソアリ などは調査区域の中で長弓寺でのみ確認された。 これらはいず

れも、里地に近い樹林環境によく 見られる種類である。

その他に、毒ヘビであるマムシ、 トノサマガエル、 ニホンイノ シシ（ 足跡） なども確認

されている。

長弓寺の社寺林（ シイ林）

マムシ（ 長弓寺）トノサマガエル（ 長弓寺）
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高山町の里山

ａ ．自然環境の概要

高山町は、「 丘陵地の樹林地・ 農地」 を代表する地域で、良好な里山環境を有している。

なだらかな起伏のある丘陵地で、主に樹林と谷低地の農耕地から成る。樹林は主にコナラ

林から成る二次林であるが、手入れされていない樹林が目立つ。また、高山町は古く から

茶せんをはじめと する竹製品の産地で、現在も竹林が広く 残されている。

高山町の水田は湿田であり 、稲刈り後も水田や畦の土壌が湿潤である。また、水田一筆

分の大きさの小さな溜池が無数に点在する。農耕地周辺では、定期的な草刈り がされてお

り 、明るい草地が維持されている。

ｂ ．生息する生物の特徴

植物では、コナラ林の林床で、オオバノ トンボソウ、 ミ ヤマウズラなど明るい林床に生

育する種が確認されている他、農耕地周辺ではウメバチソウ、イヌセンブリ 、 アカバナな

ど明るい湿地に生育する種など、 この地域を特徴づける植物が確認されている。小さな溜

池では、植物はほと んど生育していなかっ たが、一部の溜池ではヒ メタヌキモ、 イトトリ

ゲモなど水生植物が確認されている。

動物では、両生類が多く 確認されており 、樹林と湿潤な農耕地がセッ トになっ た環境は、

カスミ サンショ ウウオ、ニホンヒキガエル、 ニホンアカガエルなど希少な両生類の生息場

所となっ ている。

昆虫類では、調査区域の中で最も確認種数が多く 、点在するため池等の水環境を反映し

て、ハラビロトンボやアオヤンマなどのトンボ類が最も多く 確認されていること が大きな

特徴である。その他、草地環境を反映したバッ タ類、カメムシ類、樹林環境を反映したコ

ウチュウ類も多く 確認されている。ツノトンボは調査区域の中で唯一確認された。

鳥類では、樹林環境を反映してヒ ヨ ドリ 、ウグイス、農耕地の環境を反映してホオジロ、

冬季にはツグミ も多く 確認されている。本調査では猛禽類はハイタカ、ハヤブサが確認さ

谷低地の農耕地 溜池
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れているが、高山町は古く は「 鷹山」 と いう 字が使われていたこと から、昔から猛禽類の

生息地と して良好であっ たこと が伺える。

哺乳類は、ノ ウサギ、 タヌキなど一般的な在来種が確認されている他、北アメリ カ原産

の外来種であるアライグマ（ 足跡） も確認されている。 アライグマは生態系等に被害を及

ぼす種と して外来生物法により特定外来生物に指定されており 、今後の動向が注目される。

以上のよう に、樹林と湿潤な農耕地、溜池、草刈り管理されている明るい草地など多様

な環境を有する高山町では、植物・ 動物と もに調査区域の中で最も多く の種数が確認され

ており 、市域で最も生物の多様性に富んだ地域と言える。

ノウサギ（ 高山町） ニホンアカガエル（ 高山町）

オオバノトンボソウ（ 高山町） イヌセンブリ （ 高山町）

アオヤンマ（ 高山町）ツノトンボ（ 高山町）
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鬼取町・ 西畑町の棚田

ａ ．自然環境の概要

鬼取町・ 西畑町は、生駒山地の東斜面に広がる棚田環境であり 、「 山地の農地」 を代表す

る地域である。周囲はコナラ林や、スギやヒ ノキの人工林で囲まれている。高山町の湿田

に対して、 この地域の水田は乾田で、冬季には水が抜かれて乾燥している。

現在も水田耕作が行われている場所と 、耕作放棄された場所と では、環境が大きく 異な

る。棚田の一部は、市民等により維持管理されており 、 ビオトープ池、花壇なども設置さ

れている。

ｂ ．生息する生物の特徴

水田耕作がされている場所では、定期的に畦の草刈り が行われており 、古く から見ら

れるよう な農耕地の環境が維持されている。生育する植物の草丈は低く 、多様な水田の雑

草が生育しており 、水田脇の林縁では、ワレモコウなど明るい草地に生える植物も多く 見

られる。

一方、耕作放棄が進んだ場所では、農耕地の荒廃が進んでおり 、 ヒ メムカシヨ モギなど

の乾燥した環境を好む草本が繁茂している。

また、棚田の境界には石積みが築かれており 、 ヒ メウラジロ、 コバノ ヒ ノ キシダ、 チャ

センシダ、マメヅタ、ホラシノ ブ、 ミ ツデウラボシなど石の間に生育する植物が特徴的で

ある。その他、クサボケ、アゼオトギリ などもこの区域のみで確認されている。

さらに、林縁には樹林性の植物が多く 、ミ ヤコアオイ、ウバユリ などが確認されている。

動物では、農耕地の環境を反映して、イモリ 、 アマガエル、トノサマガエル、シュレー

ゲルアオガエルなど両生類が多く 見られること が特徴的であり 、 カエル類を捕食するシマ

ヘビも確認されている。また、農耕地脇の林縁部でニホンイノシシが確認されており 、周

辺に防護柵が設置されていること からも、日常的に出没していること が伺える。

昆虫類では、マユタテアカネやシオヤトンボなど高山町に次いでトンボ類が豊富である。

棚田の景観（ 遠景） 棚田の様子
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モノ サシトンボ、ショ ウジョ ウトンボ、 ミ ズスマシなどは調査区域中この区域のみで確認

されている。

ヒ メウラジロ（ 西畑町） クサボケ（ 西畑町）

イモリ （ 西畑町） マユタテアカネ（ 西畑町）

ニホンイノシシ（ 西畑町） シュレーゲルアオガエル（ 西畑町）
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北田原町・ 南田原町の農耕地

ａ ．自然環境の概要

北田原町・ 南田原町は、天野川流域に位置し、「 平地の農耕地」 を代表する地域である。

水田や畑などの農耕地と 、 コナラ林を主体と する二次林がパッ チ状に存在する。 この地域

は、全体的に乾燥した農耕地で、水田は乾田である。

ｂ ．生息する生物の特徴

植物は、草本類が主体で、スイバ、 スベリ ヒ ユ、 ミ ミ ナグサ、 ワラビ、スギナ、カンサ

イタンポポ、スミ レなど農耕地周辺の雑草が多く 見られる。北田原町の一部では古く から

の農耕地の環境が維持されており 、定期的に草刈り管理されている明るい草地では、ツリ

ガネニンジン、 ワレモコウ、スズサイコなどが見られ、湿っ た畦では、サワヒ ヨ ドリ 、 ア

ゼスゲ、カキラン、サワオトギリ などが見られる。

動物では、農耕地の環境を反映して、ヌマガエルやシュレーゲルアオガエルなどの両生

類が多く 見られる他、 クサガメ、 イシガメなどのは虫類も確認されている。昆虫類では、

定期的に草刈り管理されている明るい草地に生息するクルマバッ タが確認されていること

や、同じく 草地に生息するシロヘリ ツチカメムシが確認されていること などが注目される。

鳥類では、開けた農耕地の環境を反映して、草地ではケリ やセッ カが、春先の水田ではコ

チドリ が確認されている。

北田原町 南田原町
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カンサイタンポポ（ 北田原町） スギナ（ 北田原町）

ベニカミ キリ （ 北田原町）

コチドリ （ 南田原町）スミ レ（ 北田原町）
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市街地

ａ ．自然環境の概要

市街地は、市域南部の生駒谷を中心に広がっ ている。主に住宅地と舗装された道路で構

成されているが、丘陵斜面には小規模な樹林がまばらに残されており 、都市部の市街地に

比べると緑が多い。

ｂ ．生息する生物の特徴

他の地域と比べると 、乾燥した単調な環境であるため、確認された生物の種数は少ない。

植物の生育環境は、路傍の空き地、住宅地内に残存する小規模な耕作地や樹林地に限ら

れ、路傍の雑草などが中心で、外来種の割合が高い。

動物では、市街地環境の割に、セミ 類の種類が豊富であること が特徴的である。近年関

西の都市部の市街地では、クマゼミ が圧倒的多数を占めている場合が多いが、生駒市の市

街地ではクマゼミ 以外にも、アブラゼミ 、 ツクツクボウシ、 ニイニイゼミ 、 ヒ グラシが確

認されている。 このこと は、市街地の中に樹林が残されており 、 また市街地が生駒山や矢

田丘陵の樹林地に囲まれているなど、生駒市に特徴的な環境を反映したものと 言える。 そ

の他、草地の環境が多いこと を反映して、 カメムシ類の占める割合がやや高く 、 トンボ類

ではシオカラトンボやウスバキトンボ、ナツアカネなど単調な水辺環境でも生息できる種

類が主に確認されている。公園の池ではイシガメ、ウシガエルが確認されている。

市街地の様子（ 遠景） 市街地の様子

イシガメ（ 市街地） ウシガエル（ 市街地）
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河川

ａ ．自然環境の概要

市域を流れる主な河川と して、富雄川、竜田川、天野川、山田川が挙げられる。 これら

を見ると 、 その河道のほと んどが護岸されており 、富雄川の上流や山田川では、川幅がせ

まく コンクリ ートで護岸された水路状の区間も見られる。いずれの河川も流れは緩やかで、

中流域から下流域の特徴が見られる。全体的に河川環境は単調で貧弱である。

富雄川上流（ 高山城跡付近） 富雄川下流（ 高山竹林園周辺）

天野川（ 南田原町） 山田川（ 鹿畑町）

竜田川（ 乙田橋付近）竜田川（ 中菜畑町）
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ｂ ．生息する生物の特徴

植物は、富雄川下流部では、一部河床に土砂が堆積し、ツルヨ シ、セイタカヨ シ、ヤナ

ギ類が生育している。また、天野川でも河床に土砂が堆積し、ツルヨ シが生育している他、

ミ ゾソバ、セリ 、外来種のオランダガラシ、オオカワヂシャなどが見られる。竜田川では、

河道内に植物はあまり生育しておらず、川沿いの並木の下に外来種が多く 見られる。

動物は、魚類では、コイ、 ヌマムツ、 カワムツ、モツゴ、 ドジョ ウ、 メダカ、 ドンコ、

トウヨ シノボリ など、ゆるやかな流れや溜池に生息する種が確認されている。 その他、特

定外来生物のオオクチバス、ブルーギルも複数の地点で確認されている。

底生動物では、富雄川上流や山田川では比較的種類が豊富で、ニンギョ ウトビケラ、 カ

ワトンボ、サワガニ、ヘビトンボなど、きれいな水に生息すると される種も確認されてい

る。富雄川上流では唯一ゲンジボタルの幼虫も確認されている。一方、富雄川下流や竜田

川、天野川では、イトミ ミ ズ類やミ ズミ ミ ズ類、アメリ カザリ ガニなど汚濁耐性の高い種

が多く 確認されている。

支流に目を向けると 、市民調査を行っ たキトラ川では、オジロサナエやグマガトビケラ

など主要な 4河川とは異なっ た底生動物が確認されている。

トウヨ シノボリ （ 山田川）

ドンコ（ 山田川）

ヌマムツ（ 山田川）

ドジョ ウ（ 天野川）
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モツゴ（ 山田川）メダカ（ 山田川）

コイ（ 竜田川）
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３－３ 市民調査結果

ここでは、各回に配布した資料などを引用して結果を述べる。

３－３－１ 第1回市民調査

第1回市民調査の実施内容を以下に示す。

秋季自然環境調査（ 11 月）  

 生駒市内の自然環境を把握することを目的に、動植物の生息状況を調査していきます。今回は、矢

田丘陵の植物を調査します。 

●実施日： 平成１９年１１月２５日（ 日）  

●場所：  矢田丘陵（ さつき台の東側尾根すじを中心に調査します）  

●テーマ：  秋に見つけやすい植物  

［ 秋に咲く花、実、色づいた葉で里山の植物を調べましょう］  

●解説者： 平井 佐津紀（ 環境科学株式会社 環境創造研究室 植物調査専門員）  

            生物分類技能検定植物部門1 級 

●スケジュール 

  ８： ３０        ①市役所集合

貸し切りバスで福祉センターへ移動 

  ９： ００～９： ３０  ②始まりのあいさつ

③事前レクチャー（ 福祉センター）  

事業の位置づけ、今後の調査の進め方、今日の内容の説明 

  ９： ３０～１１： ３０  ④フィールドワーク（ 矢田丘陵）  ※調査票、ビンゴカード記入 

ドングリ類の観察 

コナラ林の話 

実・ 花・ 葉の観察               

アカマツ林の話 

 １１： ３０～１１： ４０  福祉センターに戻り、トイレ休憩 

 １１： ４０～１２： １０  ⑤ふり返りレクチャー（ 福祉センター）  

              調査票の内容を共有 

              ビンゴカード答え合わせ 

              矢田丘陵のまとめ 

              次回予告  ※ふり返りシート記入  

 １２： １０～１２： １５  ⑥終わりのあいさつ

 １２： １５～１２： ３０  ⑦貸し切りバスで市役所へ移動、解散

今日のポイント

◎矢田丘陵にはどんな植物が生えているのでしょうか？ 

◎植物をとおして、矢田丘陵のどんな特徴が見えるでしょうか？ 
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第1回市民調査の結果を以下に示す。

生駒市自然環境調査 市民調査（ 秋季） 結果 

●調査日： 平成１９年１１月２５日（ 日）

●テーマ： 秋に見つけやすい植物 

［ 秋に咲く花、実、色づいた葉で里山の植物を調べましょう］

●調査場所： 矢田丘陵（ さつき台の東側尾根すじを中心に調査）

●調査環境： 主にアカマツ林、コナラ林

●参加人数： １６名

調査地北側の尾根すじ（ アカマツ林）

調査地南側の尾根すじ（ コナラ林）

樹林の解説

●コナラ林

コナラ、アベマキ、クヌギなどの落葉広葉樹林。昔は木を切

って薪などに利用していたため、林の中は明るかったが、最近

は全く切らないのでヒサカキなどの常緑樹が増えて暗い林に

なりつつある。

●アカマツ林

尾根すじの乾燥しやすく土壌のやせた場所に分布する。アカ

マツの他にソヨゴ、ネズ、シャシャンボなどが多く生えている。

昔はアカマツの林が広がっていたが、今では手入れがされなく

なり減りつつある。

矢田丘陵

さつき台一丁目

福祉センター

植物以外

【 キノコの仲間】クチベニタケ、カワラタケ、サルノコシカケ科

の一種 

確認した植物
３枚の葉 タカノツメ　
５枚の葉 コシアブラ

赤い葉
アマヅル、ヤマザクラ、イソノキ、
ノブドウ、ヤマウルシ、ヤマハゼ

黄色い葉 タカノツメ、コシアブラ
手のひらの葉 ヤツデ
裏が白い葉 ウラジロ、コシダ、アベマキ
毛だらけの葉 モチツツジ　

ハート型の葉
シハイスミレ、ドクダミ、
ヘクソカズラ

丸い葉 サルトリイバラ
いいにおいがする葉イヌザンショウ

花 白い花 ヤツデ、ナワシログミ

茶色い実
アラカシ、クリ、ヘクソカズラ、
ハンノキ、コナラ

赤い実（ 地面の上） ツルアリドオシ、フユイチゴ
赤い実（ 木の上） ガマズミ、ソヨゴ
黒い実 イソノキ、シャシャンボ、ヒサカキ
紫色の実 ムラサキシキブ
オレンジ色の実 カキノキ
つる ミツバアケビ、アマヅル
皮がはがれた木 リョウブ
かぶれる木 ヤマウルシ、ヤマハゼ

スギ、ヒノキ、アカマツ、ネズ、
コウヤボウキ、マダケ

特徴

葉

その他

その他

実

北
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３－３－２ 第2回市民調査

第2回市民調査の実施内容を以下に示す。

冬季自然環境調査（ 1２月）  

 生駒市内の自然環境を把握することを目的に、動植物の生息状況を調査していきます。今回は、

生駒山の越冬昆虫を調べます。  

●実施日： 平成１９年１２月１６日（ 日）

●場所：  生駒山（ 地図参照： ①暗峠周辺 ②生駒山麓公園）  

●テーマ：  冬越しする昆虫 

［ オオムラサキの幼虫をはじめ、冬越ししている昆虫を調べましょう］

●解説者： 山本優（ 環境科学株式会社 同定室 昆虫調査専門員）

●スケジュール

  ８： ３０       市役所４階大会議室集合

             あいさつ、調査内容の説明

  ９： ００～ ９： ３０  貸し切りバスで移動（ 暗峠周辺）

  ９： ３０～１０： ３０  フィールドワーク①（ オオムラサキ幼虫調査）

 １０： ３０～１１： ００  貸し切りバスで移動（ 生駒山麓公園）

 １１： ００～１２： ００  フィールドワーク②（ 越冬昆虫の調査）

 １２： ００～１２： ２５  調査のふりかえり （ 生駒山麓公園研修室）

 １２： ２５～１２： ３０  終わりのあいさつ

 １２： ３０～１３： ００  貸し切りバスで市役所へ移動、解散
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第2回市民調査の結果を以下に示す。

生駒市自然環境調査 市民調査（ 冬季） 結果 

②生駒山麓公園： 越冬昆虫調査

昆虫以外

オカダンゴムシ、ヤマナメクジ、マクラギヤスデ、ヒメヤスデ、クモの仲間

①暗峠周辺： オオムラサキ調査

●調査日： 平成１９年１２月１６日（ 日）

● テーマ： 冬越しする昆虫

［ オオムラサキの幼虫をはじめ、冬越ししている昆虫を調べましょう］

●調査場所：生駒山（ ①暗峠周辺：オオムラサキ調査、②生駒山麓公園：

越冬昆虫調査）  

●調査環境： コナラ林

●参加人数： ２６名生駒山

オオムラサキの食樹 エノキ エノキの落ち葉にく っついて

越冬している幼虫を探す

園内の雑木林 朽ち木をく ずして越冬昆虫を

探す

暗峠
西畑町

北

信貴生駒

スカイライン

生駒山麓

公園

北

信貴生駒

スカイライン

見つけた場所 確認した昆虫

木の中
クチキムシ、キイロスズメバチ（ 女王） 、キマワリ（ 幼虫） 、ゴミムシダマシ
科の一種（ 幼虫） 、コクワガタ（ 成虫・ 幼虫） 、カミキリムシ科の一種（ 幼
虫） 、ムネアカオオアリ

飛んでいた フユシャクの一種、ガガンボ科の一種、ツマグロオオヨコバイ
葉の上 トビケラ科の一種、クヌギカメムシ
枯れ木の下 コガシラナガゴミムシ
樹皮の間 シマサシガメ（ 集団）
木の枝 ウスタビガ（ 羽化後のマユ）
葉の下 ホソヘリカメムシ

良好な雑木林の指標となるオオムラサキ（ 幼虫） を 1 個

体確認できた。暗峠周辺にはエノキが多く生えており、実際

にはもっと多くのオオムラサキが生息していると推測され

る。  

公園内ではあるが、よく手入れされた雑木林の環境。これを

反映してコクワガタ、ウスタビガなどが確認できたほか、冬に

羽化するフユシャクの一種も確認できた。

オオムラサキの幼虫
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３－３－３ 第3回市民調査

第3回市民調査の実施内容を以下に示す。

第3 回市民調査（ ２月）  

 今回は室内で、秋季専門調査の報告、生駒市内の自然や今後の活動についての話し合いをしま

す。  

●実施日： 平成２０年２月１７日（ 日）

●場所：  生駒市役所 ４階大会議室 

●スケジュール

  ９： ００        市役所４階大会議室集合

             あいさつ、第1回、 2回市民調査の簡単なふりかえり

  ９： ２０～ ９： ４０  生駒市内の自然について話し合い〔 グループワーク１〕

            （ 生駒市内の自然についてグループ内で、情報交換をします）

  ９： ４０～１０： １０  秋季専門調査の報告

 １０： １０～１０： ２０  休憩 

 １０： ２０～１１： ４０  今後の市民調査全体の流れについて説明 

             市民調査員の今後の活動について話し合い〔 グループワーク２〕

             （ 来年度以降、市民調査員としてどのような活動をしていきたいか、

グループ内で各自の希望を出し合います）

 １１： ４０～１２： ００  終わりのあいさつ、次回予告、アンケート記入 
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第3回市民調査では、室内で主に今後の市民調査の内容について話し合っ た。その結果、

参加者から出された意見を以下に示す。

●調査対象にしたいもの
番号 場所・ 環境等 分野 備考

竜田川及1 びその周辺 動植物

竜田川2 魚

竜田川3 水生昆虫

竜田川4 、富雄川水系 水質調査

富雄川5 動植物

竜田川6 動植物

川7 魚

川8 動物から見た水質調査

川9 植物から見た水質調査

川10 微生物

川11
水質（ 汚染度合い） 、自然環
境

12 水生生物 春、夏

水中13 外来種

川14 、池 水鳥

川15 、池 魚

ため16 池、水田 昆虫

水田17 動物

里山18 動植物

森19 昆虫

生駒神社20 の森

ハイキング21 道 鳥

生駒山系22 昆虫

生駒山23 エノキ、 オオムラサキ

24
生駒山（ 自分がよく 歩いているエリ ア
の） 動植物

山25 山にすむ生物 生態

市域26 鳥

市域27 巨木

市域28 県木、市木（ 花を含む） 分布調査と継続調査

市域29 チョ ウ

コンクリ ート30 、線路（ 市街地？） 植物

高山第二工区31 現状の自然環境

32 サクラ

自分の木を決めて月 回程1
度写真をと っ て変化を知
る

33 自然環境に対する意識調査
市民（ 調査員以外） も対
象

34 セミ のぬけがら 勢力変化、小学校

35 昆虫 夏

36 微生物

37 土壌生物

38 食べられる植物、キノ コ

39 タンポポ 勢力分布

40 外来生物（ 植物） 浸食状況について

41 アゲハチョ ウ 生息環境

42 サギ 生息環境

43 哺乳類
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●活動スタイル、調査手法等

●調査頻度

● その他

1

2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

21
22
23
24

名前がわからなく てもよいので、 まず興味を持つ（ ただし、名前が分かると楽しみは増える）

楽しみながら役に立つ

定点調査

夜間調査（ イタチ、タヌキ、 ノウサギなど）

市のHPで発表
発表する

最終目的は持続可能な環境づく り であること を意識して調査活動を行いたい

身近な自然に目を向ける意識を持つ（ 自分で見る）

グループもOK
環境調査コンクール（ 賞品つき）

食べ物のイベント（ 春、秋）

かんきょ う いこまに発表

夏休みの宿題（ 専門家と タイアッ プ）

小学生や地域の子どもたちを巻き込んだ活動にできたら楽しそう

日常の観察が大切

個人テーマの発表（ 年間）

身近な環境を対象に、ひと つのテーマで自分の周り を調べて、結果を持ち寄る

イベントのリ ーダーシッ プをと る

学校の先生、専門家と川の調査

学校と組む

専門家に教えてもらう

調査の立ち上げ段階では、調査方法や展開の仕方について、専門の方から方針を提示してもら
いたい

専門家に聞いて ヶ1 月に1回行っ てみたい
専門家の同行（ 当面は）

月 回1 1
～2 1 2ヶ月に1回程度

草木1 は苦手
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３－３－４ 第４回市民調査

第4回市民調査の実施内容を以下に示す。

第４回市民調査（ ４月）  

今回は他の地域で行われている市民調査の事例について簡単に紹介した後、 

５月に予定をしている春の野外調査の内容について具体的に決めたいと思います。  

その後北田原町へ向かい、春の水田周りのかんたんな観察会を行う予定です。  

●実施日時： 平成２０年４月２０日（ 日）  ９： ００～１２： ３０       

●集合場所：  生駒市役所 ４階大会議室 

●スケジュール 

９： ００～ ９： １０  あいさつ、説明等 

９： １０～ ９： ３０  事例紹介  愛知県春日井市での市民調査について 

９： ３０～１０： １５  春（ ５月） の野外調査※ のテーマ等について話し合い 

            ※５月調査の場所は西畑町の棚田を予定しています 

１０： １５～１０： ４５  貸し切りバスで移動   

１０： ４５～１２： ００  北田原でのフィールドワーク（ かんたんな自然観察）  

１２： ００～１２： ３０  貸し切りバスで移動 

１２： ３０        市役所で解散   

●持ち物

筆記用具、飲み物

あれば、双眼鏡やルーペ、図鑑、カメラなどの観察道具

第 回市民調査4 の結果を以下に示す。

第4回市民調査で確認された植物
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■日時： 2008年4月20日（ 日）

■場所： 北田原町の水田周辺

■概況

北田原町の丘陵沿いの水田は、圃場整備が行われておらず、昔ながらの水田や畦が残っ

ている。畦や耕作地のまわり は、草刈りなどの管理が頻繁に行われている。水田や畦は全

体に土壌が湿潤で、耕作や草刈りなどの影響に適応した植物が多数生育していた。

■確認された植物

●黄色い花

［ キク科］ カンサイタンポポ、セイヨ ウタンポポ（ 外来種）、オニタビラコ、ノゲシなど

カンサイタンポポ セイヨ ウタンポポ オニタビラコ

［ バラ科］ ヘビイチゴ、 ミ ツバツチグリ 、キジムシロなど

ヘビイチゴ ミ ツバツチグリ キジムシロ

※カンサイタンポポと セイヨ ウタンポポの見分け方

萼の一番外側の部分が反り返るのがセイヨ ウタンポポ。反り返らずまっ すぐ上を向いてい

るのがカンサイタンポポ。

市街地の道ばたなど、人がよく 通ると ころはセイヨ ウタンポポが多く 、市街地から離れた

耕作地などではカンサイタンポポが多い傾向がある。

※ヘビイチゴ・ ミ ツバツチグリ ・ キジムシロの見分け方

花の形はよく 似ているが、葉の形がまっ たく 違う 。

ミ ツバツチグリ
キジムシロ
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●白い花： コハコベ、 ウシハコベ、ツボスミ レ、 ミ ミ ナグサ、オランダミ ミ ナグサ（ 外来

種）、ハルジオン（ 外来種）、シキミ など

オランダミ ミ ナグサ ハルジオン シキミ

●紫色の花： ホトケノザ、スミ レ、キュウリ グサ、ハナイバナ、ゲンゲ、キランソウ、 ヒ

メオドリ コソウ（ 外来種）、オオイヌノ フグリ （ 外来種） など

キランソウ ヒ メオドリ コソウ オオイヌノ フグリ

［ マメ科］ カラスノ エンドウ、スズメノエンドウなど

カラスノ エンドウ スズメノ エンドウ

※カラスノ エンドウと スズメノエンドウの違い

カラスノ エンドウは葉や花が大きい。花は赤紫で、さやの中の種子は多い。

スズメノ エンドウは葉や花がカラスノエンドウに比べて小さい。花は薄紫で、さやの中の

種子は２個。

このほかに、カラスノ エンドウと スズメノエンドウの中間の形（ 花の大きさや色、種子数）

をしたカスマグサがある。

いずれも道ばたや草地などに普通に見られる。

※キランソウの別名

キランソウは別名ジゴクノカマノ フタと いう 。これは根出葉が地面にはり つく よう に広が

っ ていること による。
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［ スミ レの仲間］ スミ レ、ツボスミ レ、タチツボスミ レ

スミ レ ツボスミ レ タチツボスミ レ

●食べられる植物

セリ 、ワラビ、ゼンマイ、スイバ、タラノキ、ヤブカンゾウなど

■参考資料

山渓ハンディ １ 野に咲く 花．林弥栄監修． 2003．山と渓谷社

検索入門 野草図鑑 おきなぐ さの巻．長田武正著．昭和59年．保育社

※スミ レの仲間の生育場所の違い

スミ レは道ばたなどのやや乾燥したと ころに、ツボスミ レは水田の周りや谷の湿っ たと こ

ろに生育している。タチツボスミ レは、平地の耕作地周辺より も樹林内や樹林周辺の耕作地

に多く みられる。
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３－３－５ 第５回市民調査

第5回市民調査の実施内容を以下に示す。

第5 回市民調査（ ５月）

●実施日時： 平成20 年5 月18 日（ 日） 10:00～16 :00  

●調査場所： 西畑町の棚田周辺 

●テーマ： 山地の水田周りの植物・ 両生類など 

●スケジュール 

10:00  生駒市役所大会議室集合、あいさつ 

10 :10  枚方いきもの調査会の活動紹介  

お話： 石川新三郎さん（ 枚方いきもの調査会）  

11 :10  質問タイム 

11 :30  事前レクチャー（ 西畑町での調査方法など）  

12 :00  昼食 

12 :50  市役所出発（ 市の車で移動）  

13 :20  西畑町着 

いこま棚田クラブの方のお話 

13:35  調査開始（ 約1 時間30 分）  

2 班に分かれて、植物と動物を交代で調査 

15:00  調査終了、市の車で移動 

15:30  市役所着、結果まとめ 

16 :00  終了 

暗峠

調査地： 西畑町
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第5回市民調査の結果を以下に示す。

【 日時】 平成20年5月18日（ 日） 13:00～15:00 

【 場所】 西畑町の棚田周辺

【 テーマ】 山地の水田周りの植物や両生類など

【 調査結果】

確認種

■管理している水田

ワレモコウ（ 畦の斜面）、 イヌガラシ、ノ ミ ノ フスマ、キツネノボタン

アメンボの一種、ヒ ナバッ タ類（ 幼虫）、 トノ サマガエル、アマガエル（ 幼生）、 トノ

サマガエル？（ 卵塊）、 シュ レーゲルアオガエル（ 成体、鳴き声も複数確認）、ホソミ

オツネントンボ

■放棄耕作地

ヂシバリ 、オオバコ、チヂミ ザサ、カナムグラ、キツネノボタン、トウバナ、ヤブマオ、

センニンソウ、 ウシハコベ、スズメノ カタビラ、スギナ、ニワトコ、ヤブカンゾウ、 カン

サイタンポポ、タネツケバナ、 ヨ モギ、ヘビイチゴ、ゲンゲ、ウバユリ

シマヘビ（ シュ レーゲルアオガエルを捕食する個体）、 ツチガエル、 トノ サマガエル、

シュレーゲルアオガエル

■小川

セキショ ウ

サワガニ、 イシガメ、 カワトンボの一種、トノサマガエル、アマガエル、シマアメン

ボ、シオヤトンボ、サナエトンボの一種

■道ばた

スイバ、ヤブガラシ、 タチイヌノ フグリ 、 スギナ、シロツメクサ、アカメガシワ、ド

クダミ

■山際

タラノキ、ニワトコ、ショ ウジョ ウバカマ

シュレーゲルアオガエル

概況

調査は、まずはじめに「 いこま棚田クラブ」 の出口さんから、西畑地区の棚田の景観と

環境を守るための活動についてお話しがあっ た。 このお話しを踏まえたう えで現地を見て

回っ た。

管理された水田では、今日午前中に田植えが行われたと いう こと で、水田の中で確認で

きた生物は少なかっ た。また、畦も最近草刈り が行われており 、確認できた植物は少なか

っ た。今後、もう 少し時間が経っ てから観察すると 、もう 少したく さんの生き物が確認で

きると思われる。

放棄耕作地は「 いこま棚田クラブ」 によっ て年に数回草刈り が行われており 、割と草丈
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の低い草地と なっ ていた。 ここでは、耕作地周辺の雑草をはじめ、いろいろな植物が確認

できた。

放棄耕作地の中には周り に水路があっ て土が湿潤な場所と乾燥している場所があり 、生

き物の確認状況にも違いがみられた。湿潤な場所では、 ツチガエルやトノサマガエルが確

認できたが、乾燥した場所ではカエル類は確認できなかっ た。

棚田の中には、「 いこま棚田クラブ」 が管理していない放棄耕作地があっ たが、一部がカ

ナムグラに覆われていた。カナムグラは夏から秋にかけて繁殖し、地面一面を覆っ て他の

植物を枯らしてしまう 。「 いこま棚田クラブ」 の方のお話では、これが入っ てく ると 除草が

大変なので、カナムグラが繁茂しないよう に日頃から草刈り をしていると いう こと であっ

た。 このよう に、年数回の草刈り などの管理によっ て、 さまざまな生き物が生息可能な環

境が維持されていること がよく わかっ た。

小川では、サワガニがたく さん確認された。

棚田周辺の山際では、タラノキやニワトコなどの明るい場所に生える樹木が多く みられた。

また、斜面下部の湿潤な場所に生えるショ ウジョ ウバカマもたく さん生えていた。



37

３－３－６ 第６回市民調査

第6回市民調査の実施内容を以下に示す。

第６回市民調査（ ６月）  

●実施日時： 平成20 年６月1５日（ 日） ９ :00～1２ :00  

●場所： 生駒市役所 ４階大会議室 

●スケジュール 

09 :00  生駒市役所大会議室集合、あいさつ 

09 :10  7 月の市民調査（ 野外） の内容について話し合い 

09:50  生駒の生きものクイズ 

10 :20  休憩 

10 :30  秋以降の活動計画について話し合い 

11:45  グループ名、ロゴまたはシンボルマークの相談 

11:55  終わりのあいさつ、諸連絡 

12:00  解散 
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第 回市民調査6 の結果、市民主体の継続調査について以下の意見が出された。

第 回生駒市市民調査6 平成 年 月 日開催20 6 15

身近に絶滅種がいないか探す

希少生物の調査
ひっ つきむし
どう せ調べるなら楽しみながらできるテーマを（ きれい・ 親しめる） →参加者に配慮す
る
不思議な興味を引きそう なテーマをみつける。 コメツキムシと か。

野生植物を食べてみたい（ 食べること ができるものだけ） 。例えばツクシ、ふきのと
近く の池や川で微生物の調査！微生物の種類で川の水質が分かる！今後川をどのよう に
して守るか考える！
ハチ追い・ チョ ウ追い・ アリ 追い。特性が分かる！

アリ などの身近な昆虫に印をつけて観察したい（ カメラなどをしかける、自分で追う な
ど） 。
森の中を歩き回っ ていろいろみたい。動物（ けもの） 観察。

土の調査。土の種類で色の変わる花と かあるし。アジサイと か。

生駒市が現在のよう に開発される以前の環境で多く 見られた動植物の種類がどのよう に
変化してきているのか、又、どのよう な外来種が増えてきているのか。

野鳥観察。

地域の特性の違いによる出現種や種の形態のちがいを研究したい。
ある範囲内の生物の種類調査

地域による環境（ 植物・ 動物） のちがい
調査地域の植生を確認する。

いろいろな所に行っ てこんな所に何がいるかを知り たい（ トラ ッ プなどでつかまえる）
（ 目で見るなど） 。
世界や他の場所と ネッ トワークで調査したい。

調査地を数カ所決め、環境の移り変わり を調べる。例） 在来種と外来種
各場所において経年変化しそう な要素を抽出する。例） ホタルの数、オオムラサキの幼
虫の数。 これらを「 変数」 と し、 「 変数」 を毎年調査し、広報いこまに掲載する。

定点観測。毎年同じ場所で年 回4 く り 返し観測（ 採集） し、変化の有無を分析。
市内の調査対象場所を確定させる。 ～3 4か所程度。それぞれ特徴が異なる場所を選定す
る。調査対象場所の植生を把握する（ 必要に応じて現場調査を実施する） 。

居住地に近い所を調査する（ 定点調査） 。植物、昆虫等テーマを絞る。

生物の変化を年を追っ て調べる。
専門的調査結果のデータをふまえて、その変化を追跡したい。

川を源流まで行っ て、どんどんく だっ ていっ て、どんな変化があるか見てみたい。
定点観測。公園。 （ 月 回1 ） 桜の木の開花・ 葉つき・ 紅葉・ 落葉。

定点観測。継続。 1年の流れ。川、橋、月、鳥、草花。
幼稚園や保育園に呼びかけて、園児と ふれあいながら虫や花などを探してみたい。

必ずしもグループ調査の必要はない。個人調査でもよい。テーマ・ グループの設定は必
要？
子どもを使っ て市内の生きもの調査。例） ホタルを見たと ころをまと める

学校等、多く の人々の参加で、例えばチョ ウの移動調査などを行いたい。

調査すること が目的ではなく 、サスティ ナブルな環境を損ねること なく 、次世代以降に
継承していく 手助けになる活動と したい。
環境と生物の関係性をもと に、調査の目的を設定する。

調べた事をホームページみたいな感じでパソコンでまと めたい。
市民（ 特に子ども） に生駒の環境を知っ てもらう 。最初に小学校で発表。

生駒の自然環境に関して市政だより のわずかなスペースにでも活動の内容や状況を公開
したり 、市民の声をのせたり してほしい。できれば1Ｆ のホールの一部のコーナーに自
然環境を守るための展示や情報・ 声等を発信・ 報告する場を設けて頂ければ・ ・ ・ 。

生駒市には毎年この様な市民調査を続けて欲しい（ メンバー補充） 。

自然観察会は年数回、 ～2 3年は継続して欲しい。 （ 市などが主導で）
年に1回程度は市主導で調査項目決め→と り まと め→発表までしてほしい。呼びかけが
あれば調査に協力したい（ 調査自体は各自都合のよい時にしたい） 。

市への要望

調査手法

活動の形

理念づく り ・ 目的設
定

発表のしかた

希少

楽しさ

その他

調査のテーマ
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３－３－７ 第７回市民調査

第7回市民調査の実施内容を以下に示す。

第７回市民調査（ ７月）  

●実施日時： 平成20 年7 月1２日（ 土） 16:00～21 :00 

13 日（ 日） 6 :00～11:２0（ 部分参加も可）  

●場所： 生駒山麓公園ふれあいセンター 

●内容： 昆虫類トラップ調査（ 落とし穴トラップ、灯火採集 他）  

●スケジュール

【 12 日（ 土）】  

第1 部 16 :00  生駒山麓公園ふれあいセンター前 集合 

説明、場所決め、落とし穴トラップ設置、灯火採集準備 

 18 :00  休憩（ 夕食、入浴など）  

第2 部 19 :30  

21 :00 

ふれあいセンター前 集合 

灯火採集 

解散 

【 13 日（ 日）】  

第3 部 6 :00 ふれあいセンター前 集合 

早朝観察（ トラップ見回り）  

 7 :30 朝食 

第4 部 8 :30 

9 :45  

10 :00 

11 :00 

11 :２0 

ふれあいセンター前 集合 

トラップ回収、任意採集（ 昆虫採集）  

研修室に移動、トイレ休憩、宿泊者は荷物移動 

調査結果整理（ 落とし穴トラップ、灯火採集、  

バナナ・ 糖蜜トラップ、任意採集）  

諸連絡（ 前回の話し合い結果の報告など）  

解散 
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第 7 回市民調査の結果は、パワーポイントのデータと してと り まと めて市民調査員に報告

した。報告の概要を以下に示す。

落と し穴トラッ プ

灯火採集
バナナトラッ プ（ 左） と

糖蜜トラッ プ（ 右）
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３－３－８ 第８回市民調査

第8回市民調査の実施内容を以下に示す。
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第８回市民調査（ ９月）  

●実施日時： 平成20 年９月７日（ 日） 9 :00～11:３ 0 

●場所： 生駒市役所 ４階大会議室 

●内容：  

①第7 回市民調査結果報告（ 7 月・ 山麓公園での調査結果）  

 ②調査の進め方と調査体制づく りについて 

  ―皆さんから頂いた意見をふまえた上で、今後の進め方について 

  事務局から提案します。  

③今年度後半の活動について 

  ― ②をもとに具体的な活動内容を検討し、決定します 

 ④シンボルマーク、ロゴ中間発表 
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第 回市民調査8 の結果を以下に示す。

第 8 回市民調査では、『 長期的な調査の進め方と調査体制づく り 』『 今年度後半の活動』
について話し合っ た。

《 決まっ たこと 》

 今年度中は、市・ 奈良NPOセンター・ 環境科学が主導する。
★あと ２回（ １０月・ 冬） 調査と話し合いを実施する。

１０月は『 秋の七草調査』

★個人またはグループでの調査も開始する（ 有志による）。

 来年度以降は、市と市民調査員が協力して調査を実施する（ 外部からの講師派遣、
データまと めと環境白書での発表、会場の提供は市からサポート可）。

《 案と してあがっ たこと 》

 今年度 冬の調査は、
『 水生昆虫調査』（ 全員で）、『 オオムラサキ調査』（ 有志で）

 来年度 春以降は、
『 ツバメ調査』、『 春の七草調査』 など

《 市の意向》

平成２２年度以降は、組織と して自立すること を前提に活動してほしい。

《 共有した活動のイメージ》

活動の目的や、広い意味での調査対象、調査から結果の公表までの流れを話し合い、活

動のイメージを共有た。

環境を守るために

調べる（ 話し合いで絞り込んだ調査対象）

●  身近な生きもの
●  環境指標と なる生きもの
●  在来生物

知る

推測する

公表

●調査員以外の人たちも環境について
「 知る・ 考える・ 参加する」 きっ かけに

●市域全域に広がり 、より多く の人が参加できる活動に

結果を集計
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３－３－９ 第９回市民調査

第9回市民調査の実施内容を以下に示す。

第９回市民調査（ 10 月）  

●テーマ： 秋の七草調査 

●実施日時： 平成20 年１０月２６日（ 日） 9 :00～15 :00  

●調査場所： 小明町（ 学校給食センター周辺）、上町（ 奈良北高校周辺）  

●内容：  

9 :00  集合、あいさつ 

9 :10  市の車で市役所出発  

9 :30  調査（ 学校給食センター周辺）  

10 :30  市の車で移動 

10 :40  調査（ 奈良北高校周辺）  

   11 :30  昼食（ 北コミュニティーセンター）  

   12 :30  市の車で北コミュニティーセンター出発、市役所へ移動 

13 :00  調査結果の共有、調査のふり返り（ ４階大会議室）  

13 :20  冬季市民調査内容、方法の決定 

   14 :00  来年度年間計画についての話し合い 

14 :50  あいさつ、諸連絡 

15 :00  解散 

第9回市民調査の結果を以下に示す。

第 回市民調査結果9  
■ テーマ： 秋の七草

■調査方法

調査は、事前調査と して個人またはグループで調査を実施し、市域の広い範囲で情報を

収集した。そのう ち、秋の七草の情報が多く えられた場所を選定し、七草の見分け方を講

師が指導しながら、全員で調査した。調査の結果は、3次メッ シュ（ 約1× 1ｋ ｍ） 単位で、

種毎に確認できた量を点数で表して集計した。
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■調査日及び調査場所

個人またはグループで行う 調査（ 有志による）

調査期間： 平成20年10月1日～10月20日

調査場所： 市域全域（ 各人が好きな場所で調査）

全員で行う 調査

調査日： 平成20年10月26日 9:00～15:00 

調査場所： 給食センター周辺（ 矢田丘陵遊歩道） メッ シュ番号52350547 

奈良北高校周辺 メッ シュ番号52350558 

■結果

個人またはグループで行う調査（ 有志による）

市域全域70 メッ シュのう ち、中・ 南部を中心に 21 メッ シュで調査が行われ、秋の七草

のう ち、ハギ、ススキ、 クズ、オミ ナエシの 4 種が確認された。ハギ、ススキ、クズの 3

種は多く のメッ シュで確認されたが、オミ ナエシは天野川沿いでの確認のみであっ た。

市域で確認された秋の七草

（ 明らかな植栽を除く ）

ハギ、ススキ、クズ、オミ ナエシ

計4種

全員で行う 調査

給食センター周辺では、道路沿い～矢田丘陵遊歩道の一部を調査した。 クズは道路沿い

では多く 見られたが、林内には見られなかっ た。一方、ハギ（ マルバハギ） は、道路沿い

には見られず、尾根沿いの林内にのみ、まばらに見られた。 ススキは、道路沿いでも林内

でも広範囲に見られた。

奈良北高校周辺では、主に高校の北側～長弓寺を調査した。クズは高校の南側に広範囲

に繁茂しており 、ススキは所々に見られた。長弓寺ではフジバカマに似たヒ ヨ ドリ バナが

見られた。

また、北コミ ュ ニティ ーセンターを越えて富雄川沿いに歩く と 、河川敷にオミ ナエシが

植栽されており 、開花の最盛期は過ぎたものの、花を観察すること ができた。

室内でのふり返り では、以下こと を話し合っ た。

一般的に秋の七草でいう ハギは、低木化するハギ属の種類を指し、ヤマハギ、キハギ、

ツクシハギ、マルバハギ、ニシキハギが対象で、アレチヌスビトハギやメドハギなどの草

本類は対象と しないこと にした。

富雄川のオミ ナエシについては、『 秋の七草を環境指標にするなら「 逸出した＝そこに生

 ハギはいろいろな種類があるが、どれを対象にするのか。

 富雄川のオミ ナエシについて、今後、植栽から周辺に逸出したと考えられる個体が確認さ

れた場合に、調査対象とするかどう か。

 複数人が同じメッ シュ を調査した場合、人によっ て評価（ 点数） が異なる。
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育できる環境があるため」 と 考え、調査対象にしてもよいのではないか』 と いう 意見が出

た。秋の七草のよう に、昔から人 に々親しまれ観賞されてきた植物は植栽されること が多

く 、 また耕作地の周り や河川敷など人が管理している場所に生育するため、植栽かどう か

の見分けがつかない場合がある。今後は一定のルールを設ける必要があると考えられる。

確認した植物の量を表す点数は、個人の感覚によっ て付けられるためバラツキが生じる。

初めのう ちに、ある程度感覚を合わせておいた方がよい。人数が多い場合には調査後機械

的に処理する方法が必要と なるが、今回は話し合いにより 、点数のすり あわせを行っ た。

結果を表1に示す。

表1 確認種毎の点数

《 確認された秋の七草》

点数

調査地

区画番号

ハ
ギ

ス
ス
キ

ク
ズ

カ
ワ
ラ

ナ
デ
シ
コ

オ

ミ
ナ

エ

シ フ

ジ

バ

カ

マ キ
キ
ョ
ウ

給食セン タ ー周辺

52350547 
2 4 3 1 1 1 1 

奈良北高校周辺

52350558 
1 3 4 1 1 1 1 

マルバハギ クズ

《 点数の記録方法》

どこでも見つかっ た・ ・ ４点

さがせば見つかっ た・ ・ ３点

やっ と見つかっ た・ ・ ２点

見つからなかっ た・ ・ １点

オミ ナエシ

（ 写真は植栽されたもの）

※野生の植物を対象と し、人家の庭など明らかに人が植えた物は対象にしていない。

ススキ
ヒ ヨ ドリ バナ

《 よく 似た植物》
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３－３－１０ 第１０回市民調査

第10回市民調査の実施内容を以下に示す。

第１０回市民調査（ １２月）  

●実施日時： 平成20 年１２月２１日（ 日） 9 :00～15 :00  

（ 雨天の場合は14 :00 まで）  

●調査場所： 天野川、竜田川（ 2 班に分かれます） ※裏面の地図参照 

●テーマ ： 水生生物調査（ 川の水生生物から水の汚れの程度を調べます）  

●スケジュール 

午前 水生生物調査（ 天野川、竜田川）  

昼食 野外調理（ 野外活動センター）  

午後 調査結果の共有、今後の活動について（ ふれあいセンター）  

●その他 ： 雨天の場合、水生生物調査（ 野外調査） は中止し、室内でのプロ

グラムに変更します。  

解散はふれあいセンターとなりますが、市の車で市役所まで移動できます。  

調査場所

調査場所
天野川（ 南田原町）

竜田川（ 壱分町）
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第10回市民調査の結果を以下に示す。

第 回生駒市市民調査結果報告10  
■ テーマ： 水生生物調査

■調査方法

川底にすむ水生生物をタモ網で採集し、環境省のＨＰ「 全国水生生物調査のページ」 に

従っ て、指標種30種類を対象に、水質判定を行っ た。

■調査日及び調査場所

調査日： 平成20年12月21日

調査場所： 天野川（ 南田原町）、竜田川（ 壱分町）・ キトラ川（ 西菜畑町）

天野川

■結果

それぞれの河川で確認された指標生物は表 1 の通り 。今回参考にした環境省の調査方法

（ 指標生物30種類のみを対象と した方法） によると 、キトラ川と天野川では水質階級 ～

の種類が確認されたが、竜田川では水質階級 と の種類しか確認されなかっ た。 この

う ち特に数が多かっ た水生生物を考慮して水質を判定すると 、天野川と竜田川は水質階級

「 大変汚れた水」、キトラ川は水質階級 「 少し汚れた水」 または 「 汚れた水」 と いう

結果になっ た。水質階級の詳しい見方は表3の通り 。

表1 確認された指標生物

○ ： 確認された指標生物 ● ： 特に数が多かっ た指標生物

天野川 竜田川 キトラ川
カワニナ ◯
スジエビ ◯
コガタシマトビケラ ◯ ●
ヒル ◯ ○
ミズムシ ● ● ●
サ カマキガイ（外来種） ◯ ◯ ◯
アメリカザ リガニ ◯ ◯●
セズジユスリカ ●

調査場所
指標生物水質階級
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表 水質判定2  

表 水質階級3 の見方（ 凡例）

環境省「 全国水生生物調査のページ」 より

表 指標生物以外4 に確認された水生生物

今回の調査で参考にした環境省の調査方法では、選ばれた指標生物30種類のみを対象と

して水質を判定するため、それ以外の水生生物が確認されても判定に反映されない。天野

川は水質判定では「 大変汚れた水」と なっ たが、指標生物以外に確認された水生生物（ 表4）

を見ると 、シジミ の仲間が比較的多く 確認されており 、 これがマシジミ なら 「 少し汚れた

水」 と同程度の水にすむ種類と なる。ただし、近年マシジミ と よく 似た外来種のタイワン

シジミ が分布を広げており 、 タイワンシジミ の可能性も捨て切れない。また、キトラ川で

は「 きれいな水」 と 同程度の水にすむニンギョ ウトビケラが比較的多く 確認された他、同

じく 「 きれいな水」 と同程度の水にすむオジロサナエ、 ヨ コエビ、カワトンボの仲間、「 少

し汚れた水」 と 同程度の水にすむオニヤンマ、グマガトビケラも確認されている。

水質階級 川の水の汚れ 環境
きれいな水 上流域の渓流環境
少し汚れた水 栄養塩の流入がある中流域の環境

汚れた水
河口域の汽水域、または周辺に豊かな自然が残る田園環境、川の水位変
動により本流とつながったり、取り残されて溜まり水（池）になる環境

大変汚れた水 大変汚れた水

カワニナ（ 左）

オジロサナエのヤゴ（ 右2つ）
スジエビ（ 右）

ミ ナミ ヌマエビ（ 左）

調査場所
水質階級

1.○ 印と● 印の数 0 2 1 2 0 0 2 3 0 2 2 2
2.● 印の個数 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 1 0
合計 欄 欄3. (1 +2 ） 0 2 2 3 0 0 3 4 0 3 3 2

天野川 竜田川 キトラ川

水質階級
の判定

調査場所 指標生物以外の水生生物

天野川
シジミの仲間、ギンヤンマ、シオカラトンボ、イトトンボの仲間、トビケラの仲間、ミナミヌマエビ、イトミミズ、
メダ カ、ドンコ、ブルーギル （外来種；特定外来生物）

竜田川 アメリカナミウズムシ（外来種）、サホコカゲロウ

キトラ川
ヨコエビ、ガガンボ、カワ トンボの仲間、オニヤンマ、オジロサナエ、ニンギョウ トビケラ、グマガトビケラ、
カクツツトビケラの仲間、カゲロウの仲間、ヨシノボリの仲間
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■ まと め

指標生物30種類を対象と した水質判定では、天野川と竜田川で「 大変汚れた水」 と 評価

されてしまい残念な結果だっ たが、一方で竜田川に比べ、その支流であるキトラ川では、

多く の水生生物が確認され、水の汚れが少ないという こと が分かっ た。

汚れの程度が大きい水に多い生きものは、きれいな水にもすむこと ができるが、きれい

な水に多い生きものは、汚れの程度が大きい水にはすむこと ができない。今回の結果で、

指標生物以外にも目を向けると 、判定結果のランクより も汚れの少ない所に生息する種類

も確認されている。 また、同じ河川でも瀬や植物の有無など調査区間の環境によっ てすん

でいる生きものは異なる。天野川やキトラ川の調査区間は河川内に植物がたく さん生えて

いたが、竜田川の調査区間は植物がほと んどなく 、単調な環境だっ たこと も結果に大きく

影響していると考えられる。以上のこと から、今回 1 回だけの水質判定結果だけを見て落

胆する必要はないと思われる。

今後、同じ河川内のいろいろな環境で調査をして結果を比較すれば、どんな環境が生き

ものにと っ てすみやすいのかがよく 分かるし、また同じ場所で何年間も継続調査をすれば、

環境の変化を知ること ができる。

シジミ の仲間 オニヤンマのヤゴ


